










低 温 セ ンタ ー 脇 坂 義 美
極低温 の実験の進歩 に伴 ない,研 究者が 自らヘ リウムコンテナー(ス トレー ジ ・ベッセノレ)よ り液体
ヘ リウム(L。He)を 実験 用デ ュワーに汲み出さなければならない ことが よくあ ります。そ こでここに
その手順 と問題点 を説 明 しで,参 考 に していただきたい と思 います。
は じめに実験用 デュ ワー を準 備 しなけ乳ばな りませんが,こ れは低温 セ ンターで液を入 れる場合 とま
った く同 じですので利 用規定 を よく参考に していただきたい と思い ます。
予冷 の充分 できてい るデ ュワーに液体ヘ リウムを入 れる手順は次 の通 りです。
1.予 冷用液体窒素(L。N2)の レベ〃はL.Heの必要量 レベル以上 あるか,そ の他L.Heを入れる
のに支障 はないか確認 す る。
2.Heデ ュワーにHeガ スを小風船がふ くらむ まで入れる。
3.デ ュワーの回収バ ルー ン接続 口にバノレー ンを接続 する(1〃～位のバノレーンで よい あ
4.コ ンテ ナ 一ーに回収用 バノレー ンを接続 し,コ ックを開 く。
5.抽 出管(ト ラ ンスファーチ ューブ)の パル プを少 し開 く(こ れはヘ リウムの気化 したガスをチュ
ー ブ内に通 しチ ューブ内の空気 を追い出すの と突沸現象 を押 える役 目が ある)。
6.コ ンテナーお よびデュワーの抽出管挿 入口を開け,抽 出管を徐 々に入れ る。
7.約10cη程入 ったところで直径1伽 のなま し銅線で挿 入口のゴム管 を軽 くしばる。
8.ゆ っ くり時 間をかけ て(約4～5分)コ ンテナーの底 まで挿入す る。
9.抽 出管の挿入が終われば銅線 をきつ くしば り,コ ンテナーのコックを閉 じる。
これ で図1の 状態 とな ります。 この時,場 合によって突沸現象がお こ り,コ ンテナーの小風船 を急激
にふ くらませ る ことが あ ります。この現象がおこった時は,あ わてずに,ガ スを大気へ逃がす口を作 っ
てや ることです。
10.図1の 状態 を確認 して,コ ンテナー側の小風船 を2～3回 軽 く押 し内圧 をあげて汲み出 しを始め
る。
11.最:初は抽出管,Heデ ュワー も冷 えていないのでデ ュワーの小 風船 はガスが液に変るまでは呼吸
をしてい るような感 じであ る。
丑2.抽出管,デ ュワー,内 容物が充分冷えて液がた まりだせばパル プを もう少 し開 く。(バ ル ブの開
き具合は デニワーの小風船 が9割 程度のふ くれ方 をす る状態が よい。 あま りゆ っくりでは液はた ま
らない)。
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13.必要量 まで液体がたまれば抽 出管のパル プを閉 じ,コ ンテナー側の コックを開 き内圧 を下げる。
14.抽出管 をデュワー,コ ンテナーか ら抜 く。 この時素手で直接 抽出管 にふれ る と凍傷に なるので皮
手袋 とか ウエスなとで手を保護す る。 また,抽 出管は素早 く抜 く。
15.デュワー,コ ンテナーの抽出管挿入口を ピンチコ ックな どで閉 じる。
16.コンテナーの銭液 を液面計ではか り記録 してお く。
以上が汲み出 し方 の手順 で,デ ュワー,抽 出管 などが正 常ならば,こ の方法 で液 はたま るはず です。
液が たまらない ときの原因 としては次 のよ うな ことが あ ります。
イ.Heデ 子 ワーの真空劣化
真空劣化に伴 って,L.HeでL.恥 を冷やす ことにな り,L.Heは たまらない。真空が悪 くな っ
たとい うことはL.Heを汲んでいる臨L。 .地の あわが下か ら出な くなるので分 る。 この場合は汲
み出 しを中止 して,温 度 を上 げてか ら再排気 を行 な う。、
抽出管挿入時 L。He汲み 出 し時
デュワー びんコック 開 開
コンテナー コ ッ ク 開 閉
抽 出 管 バルブ 少し開 開
引咄騎【二蹟管)
図1.コ ンテナーか らL。Heを汲 み出す時 の接続状態図
ロ.ト ランスファーチ ューブの真空劣化
真空劣化 に より液が ガスに変 って しまってL.Heは移せ な くな り液はた まらない。 これは素手 で
チ ュー ブをさわ ってみ て冷た く感 じるので分 る。梅雨時 な どでは水滴 がつ く。 この場合 も再排気 を'
行 な う。
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八 抽 出管の長 さ不足(こ れは非常 によくある原因 です)
抽 出管が コンテナー の底 まで届いていてもHeデ ュワー側が試料 室などのはるか上方(10cη以
上)に あ ると液は下に届 かず液はたま りに くくなる。 このときは延長 チューブを抽出管にっけるか,
デ ュワーにガイ ドパ イプをつけ るか して液 をたま りやすい状態 に もってい く。
二。 コンテナー内の液量不足
汲み出 し希望量 の約2倍 のL,Heがコンテナー内にない と通常必要量 を汲み出せ ない。 コンテナ
ー内に液がな くなれ ば,小 風船 をい くら押 して も内圧 があが らないので分 る。
眠 そ の他・ デュワー咋 の内容物・ デュワーの内径 と内容物 の外径 との差が小 さす ぎて もたま りに く
い。 また よくあ ることは液 を全部冷やすのに使 って しまって,た まる状態になって液切れ とい うこ
とで ある。
以上 がデ ュワーに液がた まらない場合に考え られる原因 で最 も多 く今 までにお こっています。液が た
まらなか った時 は同 じ方法で も う一度 やる前に低 温セ ンターへ相談 に来 て下 さい。
今まで書 いてぎた事 はあ くまでも一つの手段です。要 は安全に能率 よ く,し かもHeガ スをで きるだ
け失なわない ように して汲み出 してもらうことが一番 の希望 であ ります。は じめて実験 室で液の汲み 出 ・
しをされる場合,で ぎるだけ低温 センターで操作 を実際 に見学 され ることをおすすめ します。
紙面 の関係上 大 まかな説明 しかできませんで したが参考 に していただけれ ばと思 って書 きました。
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